
11 月 10(木)・11 日(金)、福岡国際会議場において、第 46 回九州ブロック社会教育研究大会福岡大会が開

催されました。研究テーマは、「人・地域を動かす社会教育 ～学びから育みへ 地域の力を高めよう～」で

した。今回、本県からは、９２名の参加がありました。 

初日の分科会（第３分科会：地域づくり）において、日髙広道氏が、「社会教育 

と社会福祉の連携を目指して」と題して発表されました。内容は、地域資源を活用 

した地域教育の推進を図るために、社会教育と社会福祉の連携に取り組んでいるも 

のでした。具体的な活動として、「小学校３年生のふるさと授業で、高齢者との世 

代間交流事業として八十八夜にお茶摘みと釜炒り茶つくりの取組」「国定公園内の 

松林を守るための森林環境教室と児童親子を対象にした巣箱づくり、巣箱掛け、 

営巣確認の取組」「児童生徒がクリスマス前の土曜日に、地区内の 75 歳以上で一 

人暮らしの高齢者を訪問し、花とメッセージカードをプレゼントを手渡しするこ 

とで、安否を確認する取組」が紹介されました。参加者からは、「地区社会福祉協議会と連携した取組が大

変参考になった」という声が聞かれ、素晴らしい事例発表となりました。 

２日目の全体会後の閉会行事においては、森山喜代香会長が、次期開催県として「今、求められている地

域社会の有り様について熱く語らえる大会にしたいと社会教育委員一同、心からお待ちしております。」と

挨拶されました。来年度の宮崎大会では、「おもてなしの心」で参加者をお迎えし、有意義な研究大会にな

りますよう皆様の御理解と御協力をよろしくお願いいたします。 

宮崎大会実行委員会のメンバーは、本会役員、宮崎地区の代表者、各教育事務所担当者の１９名で編成し

ております。今年度は、実行委員会を２回開催し、開催要項案及び予算案等について御意見をいただき計画

を進めております。 

また、各地区で開催されました地区別研修会では、大会テーマを踏まえ、各地区の実態や課題に応じて、

意見交換会や実践発表、講演、視察研修、シンポジウム等、工夫して取り組んでいただきました。 

宮崎大会を実り多い研究大会にするために、御尽力いただきありがとうございます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日頃より、皆様方には、県内各地域におきまして、社会教育の充実や生涯学習の振興に積極的、献身的に
取り組んでいただいておりますことに対しまして、深く感謝申し上げます。 

いよいよ次年度は、九州ブロック社会教育研究大会宮崎大会が開催されます。研究テーマは、「人と人と
をつむぐ社会教育の創造～地域住民主体によるネットワークづくり～」であります。今年度は、その準備と
して、会員一人一人が主体的に研究テーマを意識しながら、九ブロ福岡大会や県社教連研修会、県社教連研
究大会等を通して、社会教育委員としての役割を再認識し、各地域の課題解決に向けた取組がなされたので
はないかと存じます。 

ここに本年度の活動のまとめとして、会報２１号を発行いたします。ご覧いただき今後の参考にしていた
だければ幸いです。今後ともよろしくお願いいたします。 

田村 良弘 氏(宮崎市)、全国社会教育委員連合表彰受賞！ 

 
10 月 26 日(水)～28 日(金)の３日間、千葉県千葉市において、「千葉で語り合おう！未来を築く人づくり・ま

ちづくり」のスローガンのもと、第 58 回全国社会教育研究大会千葉大会が開催されました。 

この中で、全国社会教育委員連合表彰が行われ、本県からは、宮崎市の田村良弘氏が受賞されました。田

村氏は、宮崎市の社会教育委員として、平成 14 年から 27 年までの永きにわたり、宮崎市及び本県の社会教

育の発展に大きく貢献された功績により表彰されたものです（当日は宮崎市事務局が出席）。 

今後も、田村良弘氏の御健勝と御活躍を祈念申しあげます。 

 

第 4６回九州ブロック社会教育研究大会福岡大会 
延岡市社会教育委員の日髙 広道 氏が事例発表！ 

第４分科会 指導助言者 
宮崎県教育庁生涯学習課 
課長補佐 竹内一久 氏 

第１分科会  事例発表者 
宮崎県社会教育委員 
藤﨑路子 氏 

 

宮崎県社会教育委員連絡協議会 
平成 29 年３月発行 会 報 <第21号> 

第４分科会 事例発表者 
宮崎県社会教育委員 
白水真由美 氏 

宮崎県社会教育委員連絡協議会 会長 森山 喜代香 
ごあいさつ 

第３分科会 事例発表者 
延岡市社会教育委員 
日髙 広道 氏 
 

始動！第 47回九州ブロック社会教育研究大会宮崎大会に向けて～ 
「実行委員会発足」「地区別研修会の実施」 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

多くを学んだ県社会教育委
員研究大会となりました！ 

発行責任者 宮崎県社会教育委員連絡協議会事務局（担当：日髙） 
TEL:0985-26-7245 FAX:0985-26-7342  e-mail:hidaka-masashi@pref.miyazaki.lg.jp 

12 月 16 日、西都原考古博物館において、宮崎県
社会教育研究大会が開催されました。 
第4６回九州ブロック社会教育研究大会福岡大会 

の発表者である日髙広道氏の発表の後、宮崎国際大
学の相戸晴子准教授に「地域住民が主体的に活き活
きと暮らす地域を目指して」と題して講話をいただ
きました。 
相戸准教授は、講話の中で、市民として社会に参

加し学習し続けていくことの重要性や、家庭教育支
援の実践を例に、社会教育委員としての役割につい
て触れられました。 
今後の社会教育委員としての具体的な活動につ

いて示唆をいただくことができました。 

８月１日、県立図書館において、宮崎県社会教育
委員連絡協議会総会・研修会が開催されました。 
総会後の研修会では、前田穣綾町長が、「自然と

共生した持続可能な町づくり～親子三世代が楽し
く暮らせる町づくり～」と題して講演をしていただ
きました。 
その中で、綾町の町づくりへの思いとともに、「原

理原則を大切にすること」「課題を把握し、先見性
をもつこと」など、求められている社会教育委員の
役割等についてもご示唆をいただきました。   
県及び市町村の社会教育委員の一人一人が社会

教育委員の在り方等について考えることができた
貴重な時間となりました。 

平成２９年度における宮崎県社会教育委員連絡協

議会関連の各種会議・研究大会等の日程(案)です。 
ご案内 

研修会で 前田 穣 綾町長に 
ご講演をいただきました！ 

第４７回九州ブロック社会教育研究大会 

宮崎大会 

□ 11 月 ９日（木）分科会 

  午後１時３０分～午後４時 

□ 11 月 10 日（金）全体会 

  午前９時４０分～午後０時３０分 

□ メディキット県民文化センター 

ＪＡ・ＡＺＭホール 等 

第１回理事会 
□ ５月 26 日（金） 県庁７号館７３４号室 
・役員改選、協議（総会議題審議 他） 

第２回理事会 
□ ２月２日（金） 県庁内会議室 
・今年度のまとめ、次年度の計画 

総会・研修会 
□ ８月１日（火） 県立図書館 
□ 内容 

(1)総会 
役員承認、平成 28 年度事業実績報告、 
決算報告並びに監査報告 
平成 29 年度事業計画案、収支予算案 

(2)研修会 
協議等を予定 

◇ 会計監査 

□ 九州ブロック社会教育研究大会宮崎大会会計 

１月 18 日（木）県庁４号館２階教育共用会議室 

□ 県社会教育委員連絡協議会会計 

３月 20 日（火）県庁４号館２階教育共用会議室 

◇ 地区別研修 各地区の計画により実施 

 お願い 
と報告 

社教情報の全員購読と 

一般社団法人全国社会教育委員連合への寄附金 

８月１日の総会において、社教情報の全員購読と寄附金（１口２千円）の賛同について承認されました。 

県内の社会教育委員は、２１８名（Ｈ２８．９．１現在）ですが、平成２８年度の社教情報７６号の購読

は、１６４冊でした。寄附金は、宮崎県からは１月末現在において６万円でした（約３０名分の寄附）。 

今後、さらに社教情報の全員購読と寄附金（納付書は社教情報に添付）を推進していただきますようお願

い申し上げます。 

 

※ 予定は変更になる場合があります。 

詳細は改めてご案内いたします。 

第３回宮崎大会実行委員会（第１回理事会後） 
□ ５月 26 日（金） 県庁７号館７３４号室 

第４回宮崎大会実行委員会（総会・研修会後） 
□ ８月１日（火）  県立図書館 

第５回宮崎大会実行委員会 
□ 10 月未定 ※会場を含め調整中 

第６回宮崎大会実行委員会（第２回理事会後） 
□ ２月未定 ※会場を含め調整中 
 


